












震そのものによる被害に加え、火災 被害もそれ以上に甚大であったことを物語ってい 。地震発生時刻がたまたま昼時だったことも災いして広域にわたっ 大規模な火災が発生し、多くの死傷者と莫大な経済的損失を受け 。そ 有様 写真や映像、そして有名無名の書き手たちによる多数 文字の記録として 忘れ難い大惨事の記憶を今に伝えている。
大正から昭和初期にかけて、主に探偵小説誌上を舞台に活躍した





































































































事実とも思はれず 嘘とも考へられぬ様な、極端な形容詞が一面にたゝきつけら て 紙面 表情がさながらテンカンを引いた様に見える。私がそれを見てウーンとうなつて居る処へ、院


















由は、東京の新聞社の多くが被災したことにある。ラジオ放送が開始される以前の当時、 報道の要を担っていたのは新聞だったが、 『東京朝日新聞』 『時事 報』 『読売新聞』 『国民新聞』 『やまと新聞』 『中央新聞』 『万朝報』 『二六新報』など東京の主要な新聞社は社屋の倒壊や火災によって即座に機能することができず、報道は途絶していた。わずかに被災を免れた 東京日日新聞 『報知新聞』 『都新聞』が散乱した活字を拾い集めて手作業で小部数を発行し、社員が手分けして市内の要所 貼り出したり避難民集会所で無料配布するなど、地震発生の直後から決死の報道に努めたが、平常通り 新聞発行なされるまでは数日を要した。
そのため、東京の新聞社に代わって地方紙が全国に震災の全容を






へと向かった久作であったが、二日の時点ではまだ交通網が混乱をきたしており、東京へ向かう鉄道は悉く不通となっていたため、汽車で大阪まで出たのち、震災救助船備後丸に便乗して横浜を経由するルートで東京に向かっている。『九州日報』では、翌三日より第一面から第四面までの全面で震災関連の報道がなされた。東京に戒厳令が敷かれたことや、救援活動の様子の他、近県を経由して集められ 情報によって東京・横浜の惨状を伝えている。ま 、大阪支社で活動写真班を組織して東京に派遣し、 害実況映画を撮影 九月七日より福岡県各地で上映を行った。二日に福岡を出発した久作もまた、船上で集めた情報を逐一本社


















































漠たる焼け跡の大東京は総合的に紹介されて居るが、部分的には未だ多く報道されて居ないやうであるから、記者の眼に触れた、惨憺たる、有りのまゝの、変り果 た、哀れな姿を紹介す ことにする」とある。また「大東京 残骸に漂ふ匂ひと気分」 「焼跡細見記」という標題の言葉にもあらわれて るよ に 現場で体感した 〈匂い〉や 〈気分〉 、 実際 詳しく見 集め 情報を記録したルポルタージュとなっている。ここでは一例を紹介する とどめ が、例えば以下のよう 記録がある。
　
芝浦第一号埋立地堤上の草の上に、顔色青ざめた男がしやが






























れから何処へ何様歩いたんだか、気が付いた時はもう夜が明けかゝつて居て、呉服橋の近所をうろ〳〵して居りました。何でも途中で電線か死体か何だか 引つかゝつて、何べ もぶつたふれた様で、左の掌と肘が今でもこんなに青くなつ ます。（中略）　
それから、眼の前の鉄筋の共同便所のまはりに、何だか真黒
































































































































































二年の時に東京で被災しているが、死体を焼く匂いを鮭を焼く匂いだと思い、空腹に堪らず匂いのする方へ押し掛けようとするが、途中で事実に気づ てはじめて吐き気を催したことを回想記「関東大震災」 （ 『江東昔ばなし』菁柿堂、一九八 六）に記している。
⑿
　
久作は一九二四（大正一三）年三月一日に九州日報社を退社し、翌一
九二五（大正一四）年四月一日に再び入社 。
［附記］本文の引用は『九州日報』掲載の初出に拠った。
